提出書類の記入について

（記入の前に必ずお読みください）

1． 提出書類作成にあたっては、年号の記載はすべて西暦年で統一してください。
2． 履歴書（様式１）

　（１）「生年月日」欄には、この履歴書の記入時の満年齢を記入して下さい。

　（２）「連絡先」は、平日の日中に電話で連絡しても差し支えない電話番号を記入して下さい。なお、勤務先等で連絡するのにさし障りがある場合には、その旨を付記してください。

　（３）「学歴」欄には、

1 高等学校卒業以降の全ての学歴について記入して下さい。

2 博士課程を出て未だ博士号を取得していない方は、「博士課程単位取得満期退学」と記入して下さい。

3 大学の、研究生、副手、聴講生等については「職歴」欄に記入して下さい。

4 外国留学については、学生としての留学の場合は「学歴」欄に、研究者としての留学の場合は「職歴」欄に記入して下さい。

5 記入欄が足りない場合は、適宜欄を挿入するか、別紙に記入して添付して下さい。

　（４）「職歴」欄には、職歴及び研究生、専修生等のすべて（外国留学を含む）について記入して下さい。また、職名、職位、所属講座等（非常勤の場合はその職名の次に（非常勤）と記入）についても記入して下さい。

　　　過去における文部科学省教員組織審査において教員の資格があると認められた方は同欄に当該教員組織審査に係る大学名、審査の年月、職名及び担当授業科目名を記入して下さい。大学の教員の職歴については主な担当科目を付記して下さい。

  （５）「免許・資格」欄は、学位のほか、看護師、保健師、教員等の資格についても、記入して下さい。この場合、登録番号も併記して下さい。また、外国の資格は正確に記入し、原語も併記して下さい。

　            （６）「学会及び社会における活動等」欄には、専攻、研究分野等に関連した事項について記入して下さい。なお、所属学会名は正確に記入して下さい。

       （７）「賞罰」欄には、研究活動に関する表彰なども記入して下さい。

3． 業績目録（様式２）

（1） 業績目録は、著書（様式2-1）、学術論文（様式2-2）及び学会発表（様式2-3）の３分類とし、それぞれ別葉とします。

（2） 用紙右上端の「Nｏ」欄には、著書・学術論文等別に頁の通し番号を付けて下さい。

（3） 「番号」欄には著書・学術論文ごとに、欧文・和文に分け、それぞれ発行年月日順に番号を記入して下さい。

（4） 記入にあたっては、業績目録の欄外に付記した注意書きに留意して下さい。

（5） 学位論文、翻訳及び書評等については、「学術論文」の項に「その他」を設けその中に記入して下さい。        

（6） 学術誌等に発表が決定されているものについては、その旨の証明書を添付して下さい。なお、投稿中や投稿予定のものは含まれません。

（7） 著書、学術論文及び学会発表の最終箇所に、この調書に記載したものの合計数を

記載して下さい。

　　　　　　　例）  著  書          ５冊（単著２冊、共著３冊）

論  文        ２０編（単著８編、共著１２編）

                    学会発表　　  １５回

  ４．教育・研究に対する抱負

様式３に準じて作成して下さい。

５．推薦状

様式４に準じて１通作成して下さい。

